
確信 

 
遠き平原に潜む実在は語り継ぐ 
不断に為し続けうる者は 
いかなる迂回をも容認する、と 

  
葉と枝の間に隔壁を準備する樹木達は言う 
約束を違えず、必ず訪れる者があり 
それを糧にする者が居る、と 

  
あらゆるものを分解し、隔離してきたわれらには 
再びこれらを結び合わせ 
ひとつの新たな生命を生み出す義務がある 

  
おお、秋蒔きの種子にこそ 
寒さに向かう中で芽生える種子にこそ 
生命の確信を見るがいい 
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